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（論文内容の要旨） 
 
はじめに 
 絵画制作において、私は「思念寄生」の形態を表現することを志向している。それは、カンバス上で、
人間とも、何とも例えられない思念的生命体が蠢くさまとなり描かれる。私は本論文において人間の内
に混在する抑圧、欲望、情動を対象モチーフとして、これらの諸要素を絵画空間のなかに落とし込むま
での過程を論じた。 
 
第一章 自身に在る抑圧、情動の認識 
 社会、集団、個人、これらは全てにおいて相関関係にあるといえる。個人の欲望や抑圧の集積が集団、
社会を生み、ひいては国家の形成にもつながる。個の集積である全てのものは、互いに影響を与えなが
ら存在している。逆説的に考えれば、個を深く追求した時点で現れる欲望、抑圧の形態が社会全体とも
つながり、その基盤となるものは共通していることを確認できる。本章においては、まず私の作品制作
への原体験となった出来事を確認すると共に、再考察し芸術表現における私の根源的欲求とは何かにつ
いて自らの見解を深めた。 
 
第二章 人間模様－絡み合う人間の思念と抑圧される感情－ 
 本章では、私が作品制作のテーマとしている抑圧をとりあげ、どのような社会現象のもとに人々の心
は抑圧されてきたのか、具体的な事例を交えながら論じた。そこで、私は戦後という時代区分に着目し、
めまぐるしい経済成長の裏側にある生きた証言、過去という闇に沈みこんでしまう以前の情報を収集し
た。国家や企業、ひいては個人まで、人間は往々にして、生活上の不都合な事実はその歴史の中、また
は記憶の闇に埋めてしまう。その歴史の流れにうずめられてしまいそうな事実をとりあげることで、そ
こに現れていた人間の欲望の様、生々しき事象を調べ、その人間模様が何故生まれ、どのように形成さ
れていったのかを考察した。 
 
第三章 芸術に変換された抑圧 
 本章では、これまでにとりあげてきた抑圧の問題と歴史により集積されたものが、美術史の中ではど
のような運動として記録されているのかについて述べた。その対象として、第一次世界大戦、第二次世
界大戦との戦間期に大戦の悲劇という抑圧のもと1924年アンドレ・ブルドンにより提唱された「シュル
    
 
レアリスム宣言」からはじまったシュルレアリスム運動をとりあげた。また、その運動が作った歴史と
自身の作品にある関係性を検討し、抑圧と絵画表現について考察した。 
 
第四章 自作の変遷 
 私は現在、寄生という概念のもとに制作を進めているが、その作品の変遷の中に、普遍性はあったの
だろうか。本章では、「思念寄生」というイメージにたどり着く以前に描いていた作品と、思考形態を再
確認することで、自身の造語である「思念寄生」という概念をより明確なものとし、自作作品が内包し
ている普遍性を確認した。 
 
第五章 思念寄生 
 本章では、私の造語「思念寄生」について論考し、最終的には今後の私の作品における問題提起のか
たちを展望した。私が制作活動の核心に据えていることとは、現代社会において人間が抱える矛盾であ
り、それは世界を見渡す限り尽きることのない戦争にはじまり、一個人同士の衝突までを対象とした、
抑圧と欲望の全てにほかならない。国家間、人間同士にある欲望の摩擦としての、思念上の寄生。それ
らを、私は形容しがたい生命体の寄生という比喩に込めて描き続けている。 
 
おわりに 
 本論では、自身の体験に基づき人間が内包する抑圧や欲望の本質に目を向け、同時に寄生という様態
をきっかけに「思念寄生」という言葉を創出し、互いに干渉（寄生）し合う人間の矛盾を表現している
自作品の変遷について述べた。その行為が芸術の枠組みに属しているのか、いないのか、こうした認識
とは関係なく絵を描くという行為は、どうにも抑えることのできない衝動として私の中に定着している。
完成した作品に思考が追いつくのは一定の時間が経過してからだし、場合によっては完成した作品に潜
む私の概念を自覚するために、大変な時間を要する場合もある。そんな問答をこれからも私は続けてい
く。 
 
（博士論文審査結果の要旨） 
 
 芸術が時代や社会と不可分の存在であることは言うまでもない。その関係は本来、相互作用と言って
もよいものだが、筆者の捉え方は少し違う。国家から社会、個人にいたるまで、人間が行う他者への干
渉とそこから生まれる軋轢、その負のエネルギーが芸術を生むのだとし、そうした芸術の生成論理を考
察したのが本論文である。とくに筆者が注目する負のエネルギーが、サブタイトルにいう「抑圧された
情動」であり、これがメインタイトルの「思念」の内容でもある．そして両者が干渉し軋轢を生む様を
さすのが「寄生」であり、「思念寄生」は筆者の造語である。通常「寄生」とは、他者に取り付いた一方
だけが受益者である状況をさすが、筆者はその軋轢を両者の干渉、相互の「寄生」によるものと捉えて
いる。 
 筆者のこの抑圧と芸術という捉え方には、筆者自身の体験が深く根ざしている。中学２年の冬に自律
神経失調症と診断された筆者は、周囲とのコミュニケーション、摂食障害に苦しみ、心理療法士になる
ことを目指して渡ったアメリカでもそれは続いた。絵を描いている時だけが充足感を感じることができ
たが、やがて受けることになったカウンセリングの中で、筆者は精神療法としての「絵を描く」行為に
改めて出会う。これによって救われたことが、抑圧の解放手段としての絵画制作、さらにそうした視点
から見た社会と芸術への注目に発展していく。 
 その具体的事例として、筆者はまず第２章で、日本の戦後復興期から高度経済成長期の欲望と抑圧が
生んだ、性産業と性犯罪に注目。続く第３章では、戦争という抑圧から生まれた芸術として、第１次大
    
 
戦と第２次大戦の戦間期に起こったダダイズムとシュールレアリスムに注目する。戦争からの亡命者た
ちによってスイスで始まったダダイズムは、虚無的表現行為を特徴とし、シュールレアリスムは夢や無
意識、潜在意識に目を向けることで、戦争の抑圧からの解放を目指した。しかし同時にそれゆえに終戦
とともに両者は終息したとする。過去の事例への論及は、筆者自身の問題でもあるだけにリアリティが
強い。 
 しかし抑圧による情動と、それからの解放あるいはその昇華としての自身の制作が、「寄生」というコ
ンセプトに到るには、いくつかのプロセスがあったようだ。当初、欲望うずまく夜の盛り場を描いてい
た筆者の画面は、記憶や経験と混ぜ合わされる間に、やがて無意識のうちに森や植物のような有機体へ
と変化していく（第４章）。情動と生命力が結合していったのだが、ここから筆者の思考は、逆に生命の
側から社会を考える方向へとスライドしていく（第５章）。社会が常にはらむ矛盾とは、たとえば過剰に
清潔化した生活が逆にアレルギー体質を増やしたこと。あるいは寄生虫が寄生しつつも宿主を殺すこと
がないことと（それは自身の死につながる）、同じ類の矛盾なのではないか。ここに到ってはじめて、互
いに寄生しつつ成り立つ「思念寄生」というコンセプトに、筆者は辿り着く。 
 審査過程で審査員からも指摘があったように、この“相互の寄生”は、じつはすでに“共生”に近い。
筆者が、長い間苦しんできた抑圧と解放という二項対立から、矛盾も現実としてそのまま受け入れられ
る状況に近づきつつあることを窺わせた。私事ながら筆者には結婚と長子誕生という慶事もあったらし
い。自らのこれまでと現在に真直ぐに向き合ったてらいのない論述は、リアリティ、モティベーション
の高さと同時に、作家の人生と制作展開を示す物語性もあり、好論として審査員の評価を得た。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 円いストロークによって彩度の高い不透明色の上に、さらに鮮やかに重ねられる透明色の油絵具。高
倉吉規が描く房のような形状は、以前は“膨らみ”のイメージを帯びていた。細胞が増殖するさまを描
いたような表現は、筆を入れた場所から放射状に気の向くまま広げられた。青年期の心躍るような欲望
がリズミカルな音楽のように還元され筆致に表れた。 
 「欲望」がテーマになっているとはいえ、実はその欲望の発生する深淵を見ないようにするための、
逃げ足の速い躍動だったのかもしれない。 
 “膨らみ”のイメージは、博士課程在学中の三年間で軋みつつも変化を遂げた。現在の絵に出てくる
特徴的なイメージは、“裂け”るイメージだ。表出するエネルギーの形は、無闇に自己増殖を目指す動き
から、他者との交流によって生じる亀裂の表現に取って代わった。傷口から派生する新たな命の分化の
イメージを伴うようになった。筆致は前作品群より意志的で、観賞者にも単なる視覚的刺激ではなく感
情の緊張や痛みを追体験させるような迫力が出てきた。提出作品である《思念寄生》シリーズでは、暴
力的な力強さで伸びる幹がさらに裂け、そこからのぞく色の中から新たに何かが枝を伸ばそうとしてい
るダイナミックな空間が描かれた。 
 論文に取り組んだ三年間は、自己の原点と徹底的に対峙した期間だった。人間の欲望の相互関係のダ
イナミズムをテーマにしながら、実はその関係性の中に自身の影を落とし込めていないような軽さがこ
れまでの表現にはあった。形態の追求、色彩の構成、具象描写、どれにも嵌まらぬ何を描くのかと自問
自答し、抱え込んでいた言葉にならないエネルギーの鬱積を見つめることになったのだろう。 
 論文では、二つの大戦を契機とした「抑圧」と、それを文化に昇華させる時代精神が、西欧のシュー
ルレアリスム／ダダイズム運動と戦後占領下の日本の風俗を例に取り上げられている。加えて、その「抑
圧」という言葉に十代の経験を重ね合わせ、初めて自身の抑圧的心理を通し自作を語ることを試みた。 
 自分は決して傍観者ではなく抑圧の渦の中にいる当事者なのだということに気付いた時、無意識に出
来ていた制作行為を意識化し筆が竦んで描けなくなったこともあった。苦悩の中、寄生生物の生態の神
    
 
秘に魅かれはじめた。全ての人間の複雑な思惑同士が、持ちつ持たれつの飽くなき寄生関係で成り立っ
ているイメージに、「思念寄生」という造語を与えた。彼の表現世界にはあらたに、この世の清濁を全て
請け負いながらもよりしぶとく生きようとする、あらたな生命体の形態が現れ始めた。 
 ｢絵画の原点である“描く”ということに立ち戻りたい｣という彼の言葉通り、イメージの源泉にも行
方にもしっかりとまなざしを向け始めた作品群に、高評価を与える審査内容となった。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 明治時代、それも明治初期の西洋画の日本への移入を振り返ってみると、「表現」という言葉がキーワ
ードになっている。眼に見える三次元の世界をどのように画布である二次元の世界に再現模倣していく
のか、つまり、リプレゼンテーションRepresentationの翻訳語としての「表現」である。もっとも、明
治後期の東京美術学校に西洋画科が設立されると、自己表現としての「表現」が現れてくる。強調して
いえば、描く者の内面の心境を絞り出して画布に吐露するという、つまりエクスプレッションExpression
の翻訳語としての「表現」である。明治時代、これら二つの「表現」が油画にたずさわる人々の関心事
であった。 
 この二つの「表現」の狭間に、一五〇年後の高倉吉規の世代でも取り囲まれているようである。しか
し、彼は、もっぱら情動のおもむくまま、手を動かし、筆に絵具を付けて、画布に塗ることを心がける。
まず、画面の中央に絵具をおいてみる。そこを核にして円を描いてみる。一単位が終わったら、その隣
に同じことを繰り返す。念仏を唱えるがごとく、それを何回も繰り返す。すると、巨大な「猿の腰掛け」
のような奇妙な物体が画面上に結果として増殖、繁殖してしまう。筆触そのものは、高倉吉規さんの情
動がそのまま乗り移った魅力ある、一個一個の運動体であるが、距離を置いて鑑賞すると、一種の形象
を否定した装飾文様のようにも感じられる。視覚そのものの作用を、すなわち眼に見える三次元の世界
をどのように画布である二次元の世界に再現模倣していくのかという「表現」にとらわれない制作活動
になっているのだろう。その野生人としての魅力が、見る人の心に響く。 
 わたくしは、これまで、描く者の情動を画布に吐露するという、エクスプレッションとしての「表現」
力の、現代における一つの典型例として、高倉吉規の作品群を評価していた。しかしながら、ここ数年
変化が現れてきている。内面の心境を絞り出した結果現れる形象が静かに控えめに画面に登場している。
女性の輪郭であったり、象徴であったり、山であったり、森であったり。これはどのような変化であろ
うか。「愛」という思念が生まれ、寄生から共生へと移行しているのかもしれない。 
 博士論文では、みずからの少年時代にまで振り返り、抑圧から生まれる情動が絵画に向かう姿を追い
求めている。描かずにはいられない気持ち、あるいは描くことによって精神の安定がもたらされる状態
を考察している。人間の情動の社会現象としての売春、人間の内面の形象化としてのシュールリアリズ
ムを学習し、みずからの絵画制作の歩みを記述している。巻末に作品集がまとめられている。 
 以上のことから、本申請論文は、作品審査および論文審査を経て、博士（美術）の学位を授与するの
に十分な内容および水準であると判断される。 
 
 
